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綾
部
市
は
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
を
３
年
ご

と
に
見
直
し
、
そ
の
計
画

に
沿
っ
て
高
齢
者
の
施
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
少
子

化
や
地
域
別
の
高
齢
化
を

ふ
ま
え
る
と
、
３
年
と
い

う
期
間
で
は
短
か
く
、
長

期
対
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
質
問
し
ま
し

た
。

高
齢
化
の
現
状
と

市
の
考
え
は

（
下
の
表
を
参
考
に
）

６
５
歳
以
上
人
口
、
高
齢
者

１
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
夫
婦
の

み
世
帯
を
み
る
と
、
奥
上
林
、

中
上
林
、
志
賀
郷
地
域
が
多
く
、

東
部
地
域
と
志
賀
郷
が
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

【
質
問
】

今
後
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮

ら
し
が
増
え
て
、
老
々
介
護
も

近
所
で
の
助
け
合
い
も
限
界
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

交
通
手
段
も
な
く
買

い
物
に
も
行
け
ず
、

孤
立
化
が
進
む
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す

る
が
、
長
期
的
に
み

て
の
対
策
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】

地
域
の
助
け
合

い
が
難
し
く
な
っ
て

く
る
と
想
定
す
る
。

現
状
把
握
の
た
め

「
高
齢
者
台
帳
」
の

整
備
を
し
て
い
る
。

１
月
か
ら
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

市
内
に
３
カ
所
増
設
し
た
の
で

支
援
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
す

る
。

介
護
施
設
の
整
備
は

平
成
２
６
年
ま
で
の
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
で
施
設
整
備
の

進
み
具
合
は
ど
う
か
。

西
部
地
域
、
特
に
物
部
に
施

設
整
備
の
要
望
が
強
い
が
ど
う

か
。

【
答
弁
】

小
規
模
多
機
能
施
設
を
２
つ

整
備
予
定
。
今
後
、
訪
問
看
護
・

介
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
等
が
必

要
。
介
護
予
防
は
特
に
必
要
だ
。

西
部
地
域
に
施
設
が
必
要
と

考
え
て
い
る
が
、
建
設
を
し
て

い
た
だ
け
る
法
人
等
の
事
業
所

が
決
ま
ら
ず
進
ん
で
い
な
い
。

年
金
で
介
護
が
受
け

ら
れ
な
い
！

「
９
万
円
の
年
金
で
も
施
設
に

入
れ
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
る
。
昨
年
成
立
し
た
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
は

国
の
社
会
保
障
義
務
を
棚
上
げ

す
る
内
容
で
、
こ
れ
で
は
ま
す

ま
す
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
出
来
な

く
な
る
の
で
な
い
か
。
市
と
し

て
「
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
が

受
け
ら
れ
る
」
よ
う
に
対
策
が

必
要
。

【
答
弁
】

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」
の
一
つ
で
、
医
療
・
介
護
・

年
金
制
度
を
見
直
す
も
の
だ
。

社
会
保
障
費
の
増
大
、
生
産
人

口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
持
続

可
能
な
制
度
に
見
直
す
も
の
だ
。

【
提
案
】

高
齢
者
や
要
介
護
者
は
「
持

続
可
能
」
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

市
独
自
に
、
集
合
住
宅
へ
の
補

助
や
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
で
介

護
の
知
識
普
及
を
行
っ
て
「
あ

ん
し
ん
介
護
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
。

【
答
弁
】

独
自
制
度
は
む
ず
か
し
い
。
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同
時
に
配
布
す
る

議
員
団
ニ
ュ
ー
ス

も
ご
覧
下
さ
い
。

【
私
の
質
問
】

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
町
へ

・
市
独
自
の
介
護
施
策
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か

●
介
護
施
策
の
充
実
で
雇
用
を
増
や
す
こ
と

・
綾
部
で
働
き
続
け
ら
れ
る
「
人
材
確
保
支
援
策
」
を

●
子
育
て
支
援
と
し
て
教
育
費
へ
の
補
助
制
度
創
設
を

・
高
校
入
学
支
度
金
、
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
町
へ
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厚
労
省
白
書
で
は
「
社
会
保

障
関
係
事
業
の
波
及
効
果
は
高

い
」
「
経
済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス

の
懸
念
も
あ
る
が
、
暮
ら
し
や

個
人
消
費
を
支
え
、
雇
用
機
会

の
創
出
と
相
ま
っ
て
経
済
社
会

の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
も
の
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】

介
護
関
連
の
労
働
は
「
仕
事

の
割
に
給
料
は
よ
く
な
い
」
と
、

資
格
が
あ
っ
て
も
雇
用
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
綾
部

で
人
材
確
保
で
き
な
い
と
経
済

効
果
も
生
ま
れ
な
い
。

介
護
関
連
進
学
へ
の
奨
学
金

制
度
や
家
賃
補
助
な
ど
、
綾
部

で
働
き
続
け
て
い
た
だ
く
支
援

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
】

国
の
緊
急
雇
用
対
策
で
、
事

業
所
に
て
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取

得
で
き
る
。
ま
た
家
賃
補
助
は

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
、
定
住
促
進

の
た
め
１
年
目
は
３
万
円
、
２

年
目
は
２
万
円
の
予
算
を
平
成

２
７
年
度
ま
で
行
う
予
定
。
介

護
関
連
進
学
へ
の
奨
学
金
は
、

月
５
万
円
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
制
度
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

【
質
問
】

綾
部
市
の
高
齢
化
へ
の
対
応
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

【
市
長
答
弁
】

高
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
財

源
に
は
限
り

が
あ
る
。
民

間
老
人
ホ
ー

ム
に
入
れ
る

だ
け
の
経
済

的
ゆ
と
り
が

全
員
に
は
な

い
。
今
後
、

自
宅
で
の
介

護
、
人
生
の

最
期
を
自
宅

で
迎
え
る
と

い
う
こ
と
か

ら
も
地
域
包

括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
で
き

た
。

憲
法
２
６
条
に
は
「
…
義
務

教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。

【
質
問
】

子
育
て
世
代
へ
の
応
援
と
し

て
、
小
中
学
校
の
給
食
費
（
せ

め
て
牛
乳
代
）
を
無
償
に
で
き

な
い
か
。
全
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
約
１
割
の
学
校
が
給
食
費

や
教
材
費
、
修
学
旅
行
な
ど
の

補
助
を
し
て
い
る
。
（
要
・
準

要
保
護
除
い
て
）

給
食
は

「
食
育
」

と
し
て
文

科
省
も
教

育
的
意
義

を
唱
え
て

お
り
、
綾

部
市
も
力

を
入
れ
て

い
る
。
本
来
は
国
の
制
度
と
し

て
無
償
に
す
る
べ
き
だ
が
、
市

独
自
策
を
求
め
る
。

【
答
弁
】

財
政
的
に
困
難
だ
。
今
は

「
準
要
保
護
制
度
」
の
充
実
を

行
っ
て
い
る
。

【
質
問
】

高
校
入
学
時
の
準
備
の
た
め

の
支
度
金
補
助
や
私
学
の
奨
学

金
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

京
都
府
の
制
度
も
あ
る
が
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
近
隣
市
に
は
制

度
が
あ
る
の
で
、
「
な
ぜ
綾
部

に
は
な
い
の
か
」
の
声
も
あ
る
。

【
答
弁
】

篤
志
者
か
ら
の
寄
附
で
、
大

学
等
の
入
学
支
度
金
制
度
（
３

０
万
円
）
を
創
設
し
た
。
財
政

的
に
も
、
今
以
上
の
制
度
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
市
立
病
院
の
分
娩
休
止
に
つ

い
て

。
「
院
内
助
産
所
」
開

設
の
考
え
は
？

市
の
答
弁
▼
助
産
所
開
設
は

困
難
だ
。
産
科
医
を
全
力
で
探

す
。

●
保
育
料
を
舞
鶴
市
の
よ
う
に

「
所
得
階
層
の
細
分
化
」
を
行

い
、
少
し
で
も
引
き
下
げ
で
き

な
い
か
？

市
の
答
弁
▼
そ
の
考
え
は
な

い●
学
校
図
書
室
の
司
書
配
置
を
。

京
都
府
内
ほ
と
ん
ど
の
学
校

が
配
置
し
て
お
り
、
予
定
も
入

れ
る
と
北
部
で
は
綾
部
市
だ
け

が
配
置
な
し
に
な
る
。

市
の
答
弁
▼
そ
の
予
定
な
し

介
護
施
策
の
充
実
で
雇
用
を
増
や
す

子
育
て
支
援
と
し
て

①
学
校
給
食
費
等
へ
の
補
助
を

②
高
校
入
学
支
度
金
・
私
学
の

奨
学
金
制
度
を

介護職員によるデイサービスの送迎

教
育
費
の
補
助
制
度
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
を

担
う
子
育
て
世
代
を
応
援

す
る
」
と
い
う
観
点
で
制

度
を
つ
く
っ
て
い
る
自
治

体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

綾
部
市
も
そ
の
方
向
で

検
討
す
る
こ
と
と
、
国
・

府
へ
の
要
望
を
行
う
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

福島県 南相馬市・浪江町へ
原発被害調査、ボランティアに

＝浪江町＝
許可を得て昼間のみ入れる区域。放射線量は

０．２μ㏜で、屋根が崩れ落ちても手つかずのまま

＝ＪＲ常磐線 小高駅＝
馬追いで有名な南相馬市。写真奥には高校生が駐

輪した自転車が3.11のまま並んでいる


